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FAQ FF071 :  任意地点における水位値の時刻歴を出力する (VOF 事例） 

VOF method などを用いて算出した解析結果に対して、特定位置を指定した上で、 

水面の時刻歴を出力する事例を紹介いたします。 

毎時刻  水位値の更新 

値のファイル出力も同時に 
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FAQ FF071 :  任意地点における水位値の時刻歴を出力する (VOF 事例） 

《水位算出のための処理内容》 

VOF method により算出される水位は、３次元空間中の VOF 値（気相、液相の体積分率）を閾値にした iso-surface 表示から 

目視として確認できます。 

解析変数の中に水位としての変数が含まれていない場合は、FieldView で直接的な水位値を算出できませんので、 

一旦、水位検出対象地点の近傍に Coordinate Surface を作成し、Integration （積分）処理を行います。 

FieldView の積分処理機能は Scalar Function の積分に加えて、積分範囲面積も検出しますので、その面積結果から、
Coordinate Surface の横幅値を割り算することで、水位を検出します。 

サンプルデータでは、 

X=0.062, Y=0.070 地点に 

幅 0.001 の Coordinate Surf. 

を作成しています。 

（画面上、短冊状の水色部） 

 

底面 

水面 

幾何積分領域 

Δ x 

水位 = 積分対象面積 /  Δ x 
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データ読み込み（データセット１） 

サンプル FVX （ FAQ_FF071_water_level_history.fvx ） 

の処理の流れ 

Boundary Surface 作成 

Query  文で 

 非定常情報の取得 

（loop始点、終点情報） 

start 

end 

Iso-Surface 作成 

時刻 annotation の更新 

FAQ FF071 :  任意地点における水位値の時刻歴を出力する (VOF 事例） 

Restart 情報の利用 

積分処理（水位の算出） 

対象座標等の設定 

サンプルデータでは 

“alpha1” という変数が VOF （気相、液相の体積分率） 

に相当し、 0.5 の閾値で水面表示しています。 Annotation ×3 つ  作成 

Coordinate Surface 作成 Threshold clip を使って 短冊状 エリアを作成 

水位 annotation の更新 
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～中略～ 
・Coord Surf. の plane 方向 

・ 短冊状エリアの幅 

 

FAQ FF071 :  任意地点における水位値の時刻歴を出力する (VOF 事例） 

水位検出位置 

水位値のファイル書き出し 
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《注意点》 水面の波頭が コの字を描くような場合には注意が必要となります。 

FAQ FF071 :  任意地点における水位値の時刻歴を出力する (VOF 事例） 

底面 

水面 

幾何積分領域 

Δ x 

水位 = 積分対象面積 /  Δ x 

X-, Y- 方向に対して、 

水面値が多価関数となっている 

場合には、今回の方法は向きません。 


